
巻頭言
　大変喜ばしいことに農林水産物・食品輸出は年々
増加しており、2020年の輸出額は速報値で9223億円
となった。１兆円の実現に向けて順調に推移してい
るものの政府目標は2025年までに２兆円、2030年ま
でに輸出５兆円とあり、目標達成のためには飛躍的
な増加が必要とされる。現在、農林水産省が主導す
る「農林水産物・食品輸出プロジェクト」において

“現地ニーズに基づくマーケット・インでの輸出拡
大”がうたわれているように、まずは輸出先のニー
ズを的確に読み、適切な商品を提供するといった戦
略的な対応が不可欠であろう。そのためにも最終消
費者に商品を供給する現地の小売店や仲介業者を探
し出すこと、すなわち現地の流通経路を確保するこ
とが重要である。
　さて、本稿では農水産品輸出の物流に関するト
ピックスを提示したい。物流の諸活動は生産の後で
発生するもので、たいてい物流事業者に任せるもの
であるために同分野で議論に上ることは少ないかも
しれない。
　日本からの輸出には船舶か航空機の利用が不可欠
であるが、まず必要な輸送品質を確保しつつ、でき
るだけ安価な手段を選択することになる。そしてこ
の物流コストが上乗せされた商品価格が結果的に現
地市場で受け入れられるかどうか、すなわち商品の
運賃負担力が問題となる。運賃負担力とは商品価格
が物流コストを負担できる程度を言い、例えば石炭
は運賃負担力が低く、ダイヤモンドは高い、といっ
た使い方をする。よって、運賃負担力が低い場合に
はたとえ輸出を行っても事業として成立しないとい
うことを意味する。
　農水産品の中でも生鮮品輸送では航空機が多く使
われている。つまり船舶の輸送コストは低いが時間
がかかり、生鮮品であればたとえコストは高くとも
短時間で輸送することが品質の維持という観点から
望ましく、実際、鮮魚、高級いちごなどは航空便で
運ばれている。
　一方、昨年来のコロナウィルスの影響で特に航空
運賃が高騰し、それぞれの運賃負担力を揺るがす状
況となっている。仕向け地によって異なるものの、
航空運賃は令和２年の夏ごろにアジアの一部ルート
で対前年比3.5倍を記録し、令和３年３月現在でも
まだ２倍程度の高水準にあるそうだ。今回の運賃高

騰は回避が難しくかつ容易
に吸収できる水準でもない
ため、公的な支援が必要と
されるものと思われる。実
際昨年、農林水産省で航空
輸送に補助を行い、旅客機
による農産品輸出を実現し
たというニュースを拝見し
た。運賃の高騰で一時的に
せよ輸出を断念すれば、他
国の産地にとって代わられてしまう可能性は高い。
今回の措置は目の前の輸出を実現するだけでなく、
これまで築いてきた流通経路を維持することを意味
しており、今後の輸出に資するものと評価したい。
　さて、日本から輸出される農水産品は価格ではな
く質で勝負をしなければならないわけであるが、そ
のためには現地に着いた後の物流品質にも気を配ら
なければならない。特に生鮮品であれば冷蔵、冷凍
による輸送が不可欠であるが、これは必ずしも現地
の常識と一致はしないという。経済成長著しく、今
後有力な輸出先となるであろうインドネシア、フィ
リピン、ベトナムなどの東南アジア諸国では、依然
としてコールドチェーンが未整備であることが多い
そうだ。これでは現地まで鮮度を保って運ばれて
も、その先の保管や輸送の過程で品質を大きく落と
すことになりかねない。
　このような課題を解決するべく、日本政府は「日
ASEANコールドチェーン物流プロジェクト」を進
めている。具体的には現地での人材教育、コールド
チェーンに関するガイドラインの策定などを通じ
て、現地での生鮮品輸送に関する物流品質の向上を
目指すものであるという。すなわち、現地の人々の
生活の質の改善を図ると同時に輸出品の品質保持、
現地における日本企業の活動環境の改善といった目
的を達成しようという遠大な計画である。輸出促進
のための方策としては少々回り道のような気もする
が、このプロジェクトの進展こそが日本の農水産品
の評価を高め、順調に輸出を増やすことになるのだ
ろう。日本からの輸出が軌道に乗り始めた今こそ、
改めて輸出に関するサプライチェーン全体を確認
し、付随的な措置を施すことも必要である。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である
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		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		スキップ		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない
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		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある
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		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素
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		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある
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